
災害時・平常時に機能する環境・防災情報キオスクの開発と
新宿防災訓練におけるデモンストレーション

平常時にはまちの様々な情報を提供し、災害時には自立電源を確保しながら安全情報や避難場所情報などを収
集・発信できる仕組みを構築すべく、2012年度から「環境・防災情報キオスク」の開発を開始している。
本年度の防災訓練では、各ビルの安全情報の収集から発信までのデモンストレーション実験をおこなう。実験では、

メインキオスクとサブキオスクの連携、完全な停電時・インターネット遮断時を想定した対応もおこなう計画である。

研究グループ：宇都宮大学・工学院大学・早稲田大学
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環境・防災情報キオスクを活用したシステムイメージ

＜問い合わせ先＞ 工学院大学建築学部まちづくり学科 中島裕輔研究室
TEL&FAX 03-3340-3439 ／ yusuke@cc.kogakuin.ac.jp

環境・防災情報キオスクの災害時利用手順イメージ


